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文内容の要 t:::. 
閏

本論文は水素結合を有する KDP型強誘電体の低波数域における遠赤外反射および、ラマン散乱スペク

トルを測定し、その解析を行ない、強誘電性との関連についてまとめたもので、本文は 6章からなっ

ている。

第 1章は緒論で、強誘電体の低波数域の光学的性質に関する研究の現状およびKDP型強電体の相

転移の問題点について触れ、本研究の位置付けを明かにしている O

第 2章では KDP型結晶格子の振動モードの群論的解析を示し、基準振動モードの数、振動の様相を

明かにしている O

第 3章ではこれら KDP型結晶のうち代表的な KDP、その重水素置換体DKDPおよび反強誘電体

ADPについて遠赤外域の測定結果を述べている O 偏光反射スペクトルを相転移温度の上下で測定して

解析し、群論的解析結果と比較検討することにより、格子振動モードの帰属が決定され、相転移温度

上下の両相モードの関連が明らかにされている o KDPでは強誘電C軸方向に偏った強誘電ソフトモー

ドが検証されている O 重水素置換体DKDPではこれに対応するモードは20cm-1以下の低波数域に存在

することが示されている O 反強誘導体ADPでは KDPと異なり、反強誘電 α軸方向に偏った低波数の

モードが観測されている O

第 4章では HCNレーザーを用い、 29.7cm-1の低波数でKDPとADPの偏光反射率の温度依存性を

測定した結果を示している o KDPにおいて、反射率の特異な温度依存性が観測され、強誘電ソフトモ

ードの分散式による計算結果とのよい一致が示されている O

第 5章では上記3種の結晶のラマン散乱測定結果を示している O 第 3章の遠赤外スペクトルの解析

¥結果とあわせて格子振動モード、分子内振動モードの帰属が明かになった O さらに KDPの強誘電モ

ード、その同位元素効果、反強誘電体ADPにおける低波数モードを明らかにしている O
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第6章は、以上の結果をまとめ、最近の KDP型強誘電体に関する相転移モデルとの比較検討を行っ

ている D

論文の審査結果の要旨

本論文は典型的な強誘電体の一種である KDP、DKDP及び反強誘電体の ADPの低波数域の光学的

性質についての研究をまとめたものである O これらの物質は水素結合を有し、水素イオンの動向が強

誘電性に大きな関連をもつものとして関心をもたれている。この点に着目し、まずKDPに対し常誘

電相と強誘電相において種々の温度で全赤外域で反射測定を行なった。その結果常誘電相で C軸に平

行な方向に温度によって著しく変化する強誘電ソフトモードが存在することを初めて明確に示した O

このことはラマン散乱の測定によっても確かめられている O また両測定から、このソフトモードがほ

かの振動モードと結合していることも明かにされている O 重水素置換体の DKDPについても同様な測

定を行ない、この場合は強誘電ソフトモードが20cm-1以下の低波数域にあることを示している。これ

らの実験結果は、 フロトントンネリングモードを考慮した最近の KDPの強誘電性に対する理論を支持し

KDP型の物質の強誘電性の起因について重要な知見を与えるものである。

また KDPとDKDPに対し両相における振動スペクトルの詳細な解析を行ない、振動モードの帰属

及び相転移温度上下の両相のモードの関連を明かにしている O さらに P04イオンがこれらの結品中で

は分チ基として取り扱えること、 P04イオンがDKDP中では KDP中におけるよりもより大きなゆがみ

をうけていること、およびADPでは C軸に垂直な方向に強誘電モードに類似な振動モードが存在する

ことなど多くの興味ある新知見を得ている。ほかに29.7cm-1の低波数で発振する HCNレーザーを強

誘電体の研究に応用した独自の成果も述べられている D

以上のように本論文は大きな関心をもたれている KDP型強誘電体の物性の一端を解明したものであ

る。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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